
まえがき＝昨今の地球温暖化抑制に対応するため，自動
車軽量化の気運が高まっている。その達成には，各種材
料固有の特長を最大限に活かすべく，適材適所な材料の
使用が望まれる。このような適材適所化には，接合・成
形・解析などの要素技術を駆使する必要がある。アルミ
ニウム合金材と鋼材との異種金属接合もそういった要素
技術の一つであり，これまで多くの取組がなされてき
た1）。しかし，通常の溶接方法ではアルミニウム合金材
と鋼材の接合界面に脆弱なFe-Al系金属間化合物
（intermetallic compound，以下IMCという）が形成して
しまい，その継手特性の低さゆえに，機械的締結や接着
接合といった方法に頼らざるを得ないのが現状である。
　これまで当社では，軽量なアルミニウム合金材と , 合
金化溶融亜鉛めっき鋼板（以下，GA鋼板という）や冷延
鋼板（以下，CR鋼板という）などの自動車に多用される
鋼材の溶融接合技術を検討してきた1）










